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2P〜3P	�� � � �雪の事故に注意！
4P〜5P	�� � � �ホットニュース、越後英美華さん県中学総

体スキー競技優勝、肘折希望大橋交通安全
標語等優秀作品、「のぞみラーメン」できま
した

6P〜7P	�� � � �村職員給与のあらまし
8P〜9P	�� � � �診療所院外処方について、写真と史料で振

り返る我が大蔵村第108回、読んであげた
い今月の一冊に、第34回健康のつどいの
お知らせ

10P〜11P	��放射線の測定・検査結果、戸籍の窓、各種
お知らせ 

12P	�� � � � � � � �おおくらっ子写真館、沖縄児童交流会

「けっこうな
おふくかげんでございます」

　沼の台保育所で開かれた初がまで、子どもたち
はお茶のお作法に挑戦しました。ちょっぴり緊張
した様子でしたが、とてもお行儀よくお茶をいた
だいていました。
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◦
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
時
は
、
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
止
め
、
回
転
部
が
完
全
に
停

止
し
て
か
ら
、
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行

う
こ
と

火
の
用
心

◦
暖
房
器
具
等
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い

◦
万
が
一
の
た
め
、
避
難
口
を
玄
関
の
他

に
も
う
一
か
所
確
保
し
ま
し
ょ
う

流
雪
溝
は
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

◦
利
用
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

◦
歩
行
者
が
転
落
し
な
い
よ
う
、
使
用
後

は
必
ず
投
雪
口
の
蓋
を
閉
め
る
こ
と

地
域
で
の
助
け
合
い

　

高
齢
者
世
帯
の
増
加
や
空
き
家
の
問
題

な
ど
、
地
域
全
体
で
の
助
け
合
い
が
な
け

れ
ば
安
心
し
て
こ
の
冬
を
過
ご
す
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。
自
分
勝
手
な
雪
出
し
を
し

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ご
近
所

で
雪
下
ろ
し
や
除
雪
で
困
っ
て
い
る
家
が

あ
れ
ば
、
お
互
い
に
助
け
合
う
よ
う
心
掛

け
て
下
さ
い
。

被
害
が
発
生
し
た
ら
・
・
・

　

雪
に
よ
る
危
険
箇
所
を
発
見
し
た
時
や
、

万
が
一
、
被
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

役
場
へ
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

☎
75
-２
１
１
１

が
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
に
よ
る
人
的

被
害
で
最
も
多
い
原
因
は
、
や
は
り
雪
下

ろ
し
中
の
屋
根
や
ハ
シ
ゴ
か
ら
の
転
落
事

故
、
そ
の
次
に
多
い
の
は
、
ロ
ー
タ
リ
ー

除
雪
機
へ
の
接
触
事
故
、
そ
し
て
、
屋
根

の
雪
や
氷
の
落
下
事
故
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、「
雪

に
は
慣
れ
て
い
る
」
と
い
う
油
断
が
事
故

を
招
い
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
も
う
一
度

事
故
の
多
い
次
の
点
に
つ
い
て
十
分
注
意

し
、
こ
の
冬
を
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。

大
蔵
村
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
募
集
！

　

村
内
の
高
齢
者
世
帯
な
ど
で
雪
か
き
が

困
難
な
方
々
へ
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ

さ
る
、
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
登
録
を
募

集
し
ま
す
！

◎
活
動
日
時
（
予
定
）　　

平
成
26
年
２
月
か
ら
３
月
ま
で
の

土
・
日
（
午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
）

　

※
詳
し
い
日
程
は
、
登
録
い
た
だ
い
た

方
に
通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎
活
動
エ
リ
ア　

大
蔵
村
内

◎
登
録
資
格　
　

大
蔵
村
内
居
住
の
方

◎
そ
の
ほ
か 

◦
除
雪
場
所
に
は
、
現
地
集
合
が
基
本
に

な
り
ま
す
。

◦
除
雪
に
必
要
な
用
具
は
、
各
自
ご
持
参

下
さ
い
。

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に
必
ず
ご

加
入
い
た
だ
き
ま
す
。（
保
険
料
１
人

３
０
０
円
は
自
己
負
担
に
な
り
ま
す
。）

◎
登
録
申
込
み
方
法

　
　

登
録
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

村
社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
持
ち
下
さ
い
。

そ
の
際
、
保
険
料
を
納
入
願
い
ま
す
。               

※
登
録
用
紙
は
、
村
社
会
福
祉
協
議
会

窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
申
込
み
・
問
合
せ
先
】 

社
会
福
祉
法
人
大
蔵
村
社
会
福
祉
協
議

会
（
役
場
内
）　　
　

☎
75
-２
１
０
４

用
も
お
勧
め
で
す

⑥	 

２
人
以
上
で
作
業 

◦
や
む
を
得
ず
１
人
で
す
る
時
も
、
家
族

や
ご
近
所
に
声
を
か
け
て
行
う
こ
と

◦
い
ざ
と
い
う
時
に
連
絡
が
取
れ
る
よ
う
、

携
帯
電
話
を
ポ
ケ
ッ
ト
に

⑦	 

無
理
な
作
業
は
や
め
ま
し
ょ
う 

◦
十
分
に
休
憩
を
と
り
な
が
ら
作
業
し
、

体
調
が
悪
い
時
や
悪
天
候
時
は
、
無
理

せ
ず
中
止
す
る
こ
と

◦
準
備
運
動
を
忘
れ
ず
に

◦
危
な
い
時
は
ス
コ
ッ
プ
、
ス
ノ
ー
ダ
ン

プ
を
離
し
て
身
を
守
り
ま
し
ょ
う

⑧	 

足
場
は
い
つ
も
注
意 

◦
落
雪
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
上
か

ら
雪
を
下
ろ
し
、
軒
先
の
雪
は
最
後
に

落
と
し
ま
し
ょ
う

◦
足
場
作
り
は
慎
重
に

◦
雪
止
め
よ
り
下
に
は
足
場
を
作
ら
な
い

◦
厚
さ
20
㎝
程
度
の
雪
を
残
し
た
方
が
、

滑
り
に
く
く
な
り
ま
す

◦
軒
下
の
人
や
電
線
、
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
や

ガ
ス
ボ
ン
ベ
に
も
注
意
を

◦
窓
か
ら
の
つ
ら
ら
落
と
し
は
、
十
分
長

い
棒
で
小
ま
め
に
や
り
ま
し
ょ
う

落
雪
・
落
氷
・
雪
崩
に
注
意

◦
雪
や
氷
が
落
ち
る
恐
れ
が
あ
る
軒
下
で
、

子
ど
も
を
絶
対
遊
ば
せ
な
い
こ
と

◦
落
雪
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
ホ
ー
ム
タ

ン
ク
や
ガ
ス
ボ
ン
ベ
を
設
置
し
て
い
る

場
合
は
、
転
倒
し
た
り
配
管
や
ホ
ー
ス

が
破
損
し
な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と

◦
短
時
間
に
大
量
の
降
雪
が
あ
っ
た
場
合

や
気
温
が
上
昇
し
た
場
合
は
、
雪
崩
発

生
の
危
険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
十
分
注

意
す
る
こ
と

除
雪
機
械
使
用
の
注
意

◦
作
業
中
は
、
周
り
に
人
を
近
づ
け
な
い

◦
機
械
に
巻
き
込
ま
れ
や
す
い
服
装
で
の

作
業
は
や
め
る
こ
と

◦
バ
ッ
ク
す
る
時
は
、
転
倒
し
た
り
挟
ま

れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
元
や
後
方
の

障
害
物
に
は
十
分
注
意
す
る
こ
と

　

こ
こ
３
年
、
大
雪
に
見
舞
わ
れ
た
こ
と

か
ら
、
今
年
は
比
較
的
雪
の
少
な
い
冬
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
平

均
よ
り
も
多
い
積
雪
量
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

気
象
庁
が
１
月
に
発
表
し
た
向
こ
う
３

か
月
予
報
で
は
、
降
雪
量
を
「
平
年
並
ま

た
は
多
い
確
率
と
も
に
40
％
」
と
発
表
し

て
お
り
、
ま
だ
ま
だ
２
月
３
月
と
雪
が
降

り
続
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

例
年
、
雪
が
多
く
な
る
と
雪
に
よ
る
事

故
が
後
を
絶
た
ず
、
連
日
の
よ
う
に
被
害

①	 

屋
根
の
雪
の
ゆ
る
み
に
注
意 

◦
暖
か
い
日
の
午
後
は
特
に
注
意

◦
雪
解
け
水
や
雪
が
う
ご
く
音
に
注
意

②	 

安
全
な
服
装
で 

◦
へ
ル
メ
ッ
ト
を
正
し
く
着
用

◦
着
ぶ
く
れ
し
な
い
動
き
や
す
い
服
装
で

◦
厚
底
の
長
靴
は
避
け
ま
し
ょ
う

◦
滑
り
に
く
い
防
寒
性
の
ゴ
ム
手
袋
を

③	 

命
綱
を
使
い
ま
し
ょ
う 

◦
正
し
く
使
用
し
な
い
と
危
険
で
す

◦
ト
ラ
ロ
ー
プ
は
滑
り
や
す
い
の
で
、
ザ

イ
ル
や
麻
ロ
ー
プ
を
使
い
ま
し
ょ
う

◦
屋
根
の
上
で
止
ま
る
長
さ
に

④	 

は
し
ご
は
し
っ
か
り
固
定 

◦
は
し
ご
の
足
元
を
し
っ
か
り
固
め
、
上

部
を
ロ
ー
プ
で
固
定
し
ま
し
ょ
う

◦
長
さ
は
軒
先
よ
り
60
㎝
以
上
高
く

◦
屋
根
に
対
し
て
真
っ
直
ぐ
に
、
決
め
ら

れ
た
角
度
で
か
け
ま
し
ょ
う

◦
は
し
ご
の
昇
り
降
り
は
特
に
注
意

⑤	 
使
い
や
す
い
除
雪
道
具
を 

◦
軽
く
て
雪
が
付
き
に
く
い
ア
ル
ミ
製
ス

コ
ッ
プ
や
ス
ノ
ー
ダ
ン
プ
を

◦
雪
が
付
き
に
く
く
な
る
ス
プ
レ
ー
の
使

雪
に
よ
る
事
故
に

く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
を
！

─
─ 

事
故
を
防
ぐ
た
め
の
心
掛
け 

─
─

○
そ
の
場
を
離
れ
な
い
�

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
灯
油
を
小
分
け
す

る
時
は
、
絶
対
に
そ
の
場
を
離
れ
な
い
。

○
配
管
の
場
所
に
は
目
印
を
�

配
管
の
破
損
を
防
ぐ
た
め
に
、
雪
囲
い

を
し
た
り
、
目
印
を
立
て
る
。

○
定
期
点
検
を
怠
ら
な
い
�

配
管
や
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
定
期
点
検
を

行
う
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
場
合
ま
た
は
発
見
し

た
場
合
は
、
役
場
・
消
防
署
・
警
察
署
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

最
上
川
水
系
水
質
汚
濁
対
策
連
絡
協
議
会

事
務
局　

国
土
交
通
省
山
形
河
川
国
道

事
務
所
河
川
管
理
課

　
　
　

☎
0
2
3
-6
8
8
-8
4
2
１

役
場
地
域
整
備
課　

☎
75
-2
1
0
2

油
の
流
出
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
！

断
大
敵

断
大
敵

断
大
敵

油の回収・
撤去に

かかった費
用は、事故

を起こした

原因者 が
 負担 する

ことになり
ます

油の回収・
撤去に

かかった費
用は、事故

を起こした

原因者 が
 負担 する

ことになり
ます

油の回収・
撤去に

かかった費
用は、事故

を起こした

原因者 が
 負担 する

ことになり
ます

特
に
注
意
し
た
い

屋
根
の
雪
下
ろ
し
の
ポ
イ
ン
ト
！
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一昨年度昨年度今年度過去10年平均
1/261/191/121/512/2912/2212/1512/812/1

12月・1月の積雪状況（肘折）

今冬の雪の事故等発生状況（県内）

転落（43人）
66％

落雪（8人）
12％

除雪時転倒（3人）5％

除雪機
（10人）15％

その他（1人）2％ H25.11.14～H26.1.23
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　 1 月17日（金）、大蔵村での開催は初めてとなる賀
詞交換会「新春のつどい」が中央公民館で行われま
した。村内の主要企業や行政、各種団体の代表者50
名が参加したこの会は、情報交換の場として利用し
てもらうとともに活力ある村づくりに繋がってほし
いと、村や議会、JA山形もがみ、もがみ南部商工会
大蔵支部が発起人となり開催したものです。参加者
の皆さんは、現在の状況や今後の目標などをお互い
に語り合っていました。

初の「新春のつどい」で抱負新たに

感覚確かめて
にぎやかに 〝初打ち〟

心の健康状態、
知ってケアして健康づくり

感謝と繁栄の祈りを込めて
肘折さんげさんげ

　 1 月7日（火）、一年の悪事を清め、新年の五穀豊穣
と無病息災を祈願する肘折地区の伝統行事「さんげ
さんげ」が行われました。白装束の行者姿に扮した
地元の皆さんと公募した 6 名の方が「さんげさんげ
六
ろっこんざいしょう

根罪障」と唱えながら、ほら貝の合図で温泉街を
練り歩きました。引き続き温泉街では90kg分の餅が
つかれ、肘折希望大橋完成への感謝と温泉郷繁栄の
祈りの気持ちを込め、たくさんの見物客に振る舞わ
れました。

　 1 月16日（木）、「こころの健康づくりセミナー」
が中央公民館で開催され、講師の臨床心理士和田由
紀先生より、心の健康チェックとストレス対処法に
ついて講話がありました。参加した約70名の皆さん
は、実際にストレスチェックシートを使って自分の
心の健康状態を知り、うまくストレスを発散して元
気に生活する方法について学びました。皆さんから
は「相手への話し方、聞き方が大事なことがわかっ
た。」「ストレスをため込まないよう気を付けたい。」
といった声が上がっていました。

　 1 月 8 日（水）、「第29回初笑いゲートボール大会」
が中央公民館集会場で開催され、村内から 3 チーム
約20名の皆さんが参加しました。滑り止めがついた
室内用のボールを使用したりと外で行う感覚とは違
うようで、選手の皆さんはボールを打つ力加減に苦
戦しながらも、初打ちとなるゲートボールを楽しみ
ました。大会は、合海チームが優勝しました。

　 1 月16日（木）、最上町の赤倉温泉スキー場を会場
に開催された第53回県中学総体スキー競技アルペン
女子回転で、大蔵中学校 2 年の越後英美華さん（金
山）が昨年に引き続き優勝し、 2 連覇を達成しまし
た。積極的な滑りを心掛けたという英美華さんは、
「プレッシャーはあったけれど、練習通りの滑りを
しようと思った。優勝できてとてもうれしい。」と語
ってくれました。 2 回滑りその合計タイムを競うア
ルペン競技ですが、 1 回目から 2 位に 1 秒以上の差
をつけて優位に立ち、 2 回目も攻めの姿勢を貫いて
リードを守り切りました。昨年出場した全国大会で
は県勢最高位の成績でしたが、それでも「積極的な
滑りができなくて悔しい思いをした。」と振り返り、
「全国大会では上位入賞を目指して、力を発揮して
きたい。」と力強く語ってくれました。

2連覇達成！― 越後英美華さん（大蔵中・２年） ―
第53回県中学総体スキー競技アルペン女子回転優勝

交通安全標語等
優秀作品が決定！

肘折希望大橋の開通を記念して…

のぞみラーメンのぞみラーメンのぞみラーメン

肘折いでゆ館のオリジナル
メニューです。価格は600円。

それぞれの具材には
深～いワケが…！

ぜひ、ご賞味ください！！

海苔は法面（のりめん）に
かけて…
（下にはネギがたっぷり）

かまぼこに
「のぞみ」の文字

牛スジ煮込み入り

大橋にかけて「長～くて大き～い箸（はし）」

揚げためん（くねくねと曲がった様は橋の形を
真似ています。赤い色は欄干の色を表しました。）

できました！　肘折希望大橋の交通安全を願い募集した
標語等に、92作品もの応募があり、その中
から次の作品が優秀作品に選ばれました。
みんなで、安全運転を心がけましょう！

「急がずに  ゆっくり走ろう
のぞみ大橋」

（長南　藍さん・大蔵小１年）

「じこゼロが  村のみんなの
のぞみです」

（荒木　萌瑛さん・大蔵小１年）

「希望大橋  ゆとりの心で  安全運転」
（大鳥　采音さん・大蔵小４年）

「希望橋  安全記録も  世界一」
（佐藤　陸斗さん・大蔵小５年）

「安全運転  笑顔で渡る  希望大橋」
（安喰　裕紀さん・清水一）

（肘折いでゆ館　中島さん）

らん

も　え

ことね

りくと
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人件費の状況

職員給与費の状況

職員の平均給料・平均給与の月額及び平均年齢

一般行政職の級別職員数

職員の初任給 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額

勤務時間の状況

休暇、休業制度の取得状況

職員の状況

特別職の報酬等 （普通会計決算　平成24年度）
住民基本台帳人口
（H25.3.31） 歳出額 （A） 実質収支 人件費 （B） 人件費率（B/A） 23年度の人件費率

（参　考）

3,723人 3,938,814千円 72,049千円 782,239千円 19.9％ 20.3％

（普通会計決算　平成24年度）

職　員　数
給　　　　　 与 　　　　　費 職員1人当たり

の給与費

給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計
6,440千円

80人 326,917千円 73,093千円 115,193千円 515,203千円

（注）職員手当には退職手当は含みません。

（平成25年4月1日現在）

区　　　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料月額 平均給与月額 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

村　職　員 323,000円 360,400円 42.7歳 314,200円 331,300円 47.7歳

県　職　員 347,700円 429,300円 44.2歳 331,000円 369,600円 45.6歳

（注）給与月額は、給料月額に職員手当の月額を加えたものです。

（平成25年4月1日現在）

区　　　分 1　級 2　級 3　級 4　級 5　級 6　級
計

標準的な職務内容 主　事 主　任 係　長 主　査 課長補佐 課　長

職　　 員 　　数 5人 5人 16人 9人 3人 9人 47人

構　　 成　　 比 10.6％ 10.6％ 34.0％ 19.2％ 6.4％ 19.2％ 100.0％

（注）1. 級区分は、大蔵村給与条例によるものです。 （注）2. 標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。

（平成25年4月1日現在）

区　　　分
村　職　員 県　職　員 国家公務員

決定初任給 決定初任給 決定初任給

一般行政職
大卒 161,600円 172,200円 172,200円

高卒 140,100円 140,100円 140,100円

職員の期末・勤勉手当 （平成25年4月1日現在）

区　　分 6月期 12月期 計

期末手当 1.225月分 1.375月分 2.6月分

勤勉手当 0.675月分 0.675月分 1.35月分

職制上の段階、職務の級等による加算措置　　有

（注）国の職員と同じ支給率となっています。

（平成25年4月1日現在）

給　　料　　月　　額　　等

給
　
　
料

村　　　長 656,000円 （820,000円）

教　育　長 547,000円 （575,000円）

報
　
　
酬

議　　　長 310,000円

副　議　長 250,000円

議　　　員 230,000円

期
末
手
当

村　　　長
教　育　長
議　　　長
副　議　長
議　　　員

  6月分　月額×1.4×1.4月分

12月分　月額×1.4×1.5月分

    　計　月額×1.4×2.9月分

（注）（　）内は減額措置を行う前の金額です。

（平成25年4月1日現在）

区　　　分 10年以上15年未満 15年以上20年未満 20年以上25年未満

一般行政職
大卒 273,800円 312,400円 347,000円

高卒 227,700円 293,300円 330,500円

技能労務職 高卒 240,400円 260,600円 285,800円

区　　分 勤　務　時　間　等

勤務を要する日 毎週月曜日から金曜日までの5日間
（国民の休日及び12月29日から1月3日までを除く）

勤 務 時 間 8：30〜17：15 （休憩時間12：00〜13：00）

休暇の種類 休暇の日数等 平成24年実績

年次有給休暇 20日の年次有給休暇を付与 平均取得日数 12.7日

（各年4月1日現在）

区　　　分 平成25年度 平成24年度 増減 主な増減理由

村　長　部　局 70人 71人 0

一　般　会　計 51人 52人 △1 欠員不補充

特　別　会　計 12人 12人 0

公企等特別会計 7人 7人 0

議 会 事 務 局 1人 1人 0

教 育 委 員 会 15人 16人 △1 欠員不補充

計 86人 88人 △2

（注）教育長含む

職員の退職手当 （平成25年4月1日現在）

区　　分
村　　職　　員 国 家 公 務 員

自己都合 勧奨・定年 自己都合 勧奨・定年

支
　
給
　
率

勤続20年 23.03月分 28.7875月分

村と同じ 村と同じ
勤続25年 32.83月分 38.955月分

勤続35年 46.55月分 55.86月分
最 高
限 度 額 55.86月分 55.86月分

その他の
加算措置

定年前早期退職特例措置
（2〜20％加算） 村と同じ

各　種　手　当 （平成25年4月1日現在）

区　　分 手　　当　　額 （月額） 国家公務員

扶養手当
配偶者　13,000円、一般の扶養親族　6,500円

（職員に配偶者がない場合のうち1人のみ11,000円）
扶養親族たる子のうち満16歳の年度初めから満22歳までの子につき5,000円加算

同

住宅手当 借　家　　　　　　限度額　27,000円
単身赴任手当受給職員で配偶者が借家に居住する場合上記の額の2分の1 同

通勤手当 交通機関利用　　　限度額　55,000円
交通用具利用　　　　　　　37,200円 異

〈村職員給与の決定のしくみ〉

　村職員の給与は、国や県の人事委員会の勧告を尊重し、県内自治体との均衡も考慮して村議会の審議を
経て条例で定められています。

〈人件費削減の主な取り組み〉

・特別職の給料及び職員の管理職手当の減額を行っています。
・東日本大震災復興財源確保等のため、国からの給与削減措置の要請を踏まえ、村では平成25年10月
から平成26年3月までの期間、職員給与等の減額を行っています。

　※その他、大蔵村の給与・定員管理等については、大蔵村ホームページでもご覧になれます。
http://www.vill.ohkura.yamagata.jp

大
蔵
村
職
員
の
給
与
の
実
態
に
つ
い
て
、

　
　
　

そ
の
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

村 職 員 給 与 の あ ら ま し❖❖◆ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ◆❖❖

HP
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一
度
で
い
い
か
ら
「
夏
」
を
見
た

い
と
、
ゆ
き
お
と
こ
が
夏
に
向
か
っ

て
歩
き
始
め
ま
す
。
冬
を
過
ぎ
春
を

超
え
、
と
う
と
う
夏
へ
の
道
を
歩
き

と
お
し
ま
し
た
。
初
め
て
見
る
夏
、

ゆ
き
お
と
こ
は
常
夏
の
世
界
に
め
ま

い
が
し
そ
う
。
で
も
大
変
！
だ
ん
だ

ん
と
体
が
…
。
あ
わ
て
た
ゆ
き
お
と

こ
は
冬
へ
走
り
出
し
ま
す
。
昼
も
夜

も
走
り
続
け
ま
す
が
、
な
か
な
か
冬

に
は
着
き
ま
せ
ん
。
途
中
、
バ
ス
に

乗
り
や
っ
と
の
こ
と
で
冬
に
戻
り
ま

し
た
。「
夏
の
ば
か
や
ろ
う
」な
ん
て

言
い
な
が
ら
。
奇
妙
な
中
に
も
可
愛

ら
し
さ
の
あ
る
ゆ
き
お
と
こ
。
最
後

は
雪
だ
る
ま
に
自
慢
し
た
り
…
。
雪

深
い
今
に
、
お
す
す
め
の
一
冊
で
す
。

※
中
央
公
民
館
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

　
読
み
聞
か
せ
時
間
「
５
分
」。

作

　白
鳥

　洋
一

「
ゆ
き
お
と
こ
の

　
　
　

 

バ
カ
ン
ス
」

　

こ
の
資
料
は
熊
高
の
矢
口
家
所
蔵
で
、
藩
政

時
代
の
寛
延
四
年
（
一
七
五
一
年
）
に
集
落
の

戸
数
、
米
の
生
産
高
等
を
藩
に
提
出
し
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、
藩
政
期
の
南
山
村
を
知
る
上

で
貴
重
で
あ
る
。
残
念
な
の
は
、
枝
郷
（
今
の

小
字
に
あ
た
る
小
集
落
）
の
調
べ
で
あ
る
た
め

に
、
本
郷
で
あ
る
塩
地
区
は
記
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、文
久
三
年（
一
八
六
三

年
）
の
資
料
に
は
本
郷
地
区
二
十
三
戸
の
内
、

幅
五
戸
、
中
桝
玉
一
戸
、
木
遠
田
二
戸
、
小
滝

三
戸
、
蝉
の
沢
一
戸
と
あ
る
。
以
下
枝
郷
改
帳

の
全
文
を
紹
介
す
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
枝
郷
濁
又
村
（
現
在
の
平
林
）

一　

髙
六
拾
壱
石
七
斗
四
升
四
合　
　
　

本
田

一　

同
壱
石
九
斗
弐
升
弐
合　
　

畑
開　

本
田

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

写
真
と
史
料
で

　振
り
返
る
我
が
大
蔵
村

南
山
村
の

「
枝
郷
石
髙
相
改
指
上
帳
」に
つ
い
て
①

文
・
文
化
財
保
護
委
員

　熊
谷 

勝
保

第
108
回

こ
く
だ
か
あ
い
あ
ら
た
め
さ
し
あ
げ
ち
ょ
う

　生活習慣　見直そう
　　あなたとあなたの大切な人のために
◎日時／平成２６年３月２日（日）

受付開始午前９時
◎場所／大蔵村中央公民館
�講師 �

笹
さ さ の

野 高
た か し

史 さん 
	 （俳優）                                                     
�演題 �
待機晩成
～日本一の脇役が語る
	 人生の美学～
プログラム
〇開会9：30→〇表彰9：55→〇みんなのつど
い11：05（村芸文協発表、保育所園児お遊戯、
寸劇）→〇講演13：30→〇閉会15：00（予定）

�問合せ � 役場健康福祉課健康衛生係	☎75-2104

第34回
大蔵村 健康のつどい

　

お
薬
を
調
剤
し
て
も
ら
う
保
険
薬
局
は
、

ご
自
身
に
最
も
適
し
た
薬
局
を
自
由
に
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、「
か
か
り
つ
け

薬
局
」
を
決
め
て
利
用
す
る
こ
と
で
、
次

の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◎
複
数
の
医
療
機
関
に
か
か
っ
て
お
薬
を

も
ら
わ
れ
た
場
合
で
も
、
重
複
投
与
の

チ
ェ
ッ
ク
が
で
き
る
と
と
も
に
、
相
互

作
用
（
飲
み
合
わ
せ
の
悪
い
も
の
）
に

よ
る
危
険
と
副
作
用
を
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
患
者
さ
ん
に
使
用
し
た
お
薬
の
経
過
を

記
録
し
た
「
薬
歴
簿
」
を
作
っ
て
管
理

し
ま
す
の
で
、
以
前
に
ア
レ
ル
ギ
ー
な

ど
を
起
こ
し
た
お
薬
の
再
投
与
を
未
然

に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◎
薬
剤
師
か
ら
、
十
分
な
ゆ
と
り
を
も
っ

て
、
お
薬
に
つ
い
て
の
説
明
と
指
導
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い　

院
外
処
方
せ
ん

の
有
効
期
限
は
、

処
方
せ
ん
の
発
行

日
か
ら
４
日
以
内

と
な
り
ま
す
。
必

ず
、
４
日
以
内
に

お
薬
を
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。
期

限
を
過
ぎ
る
と
、

処
方
せ
ん
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い

　

保
険
薬
局
の
所
在
な
ど
院
外
処
方
に
関

す
る
ご
相
談
は
、
大
蔵
村
診
療
所
事
務
室

ま
で
お
気
軽
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

☎
75
-２
３
５
５

　

診
療
所
で
は
、
今
年
4
月
1
日
（
火
）

か
ら
医
薬
分
業
に
取
り
組
み
、
外
来
患
者

さ
ん
の
お
薬
を
『
院
外
処
方
』
に
移
行
し

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
診
療
所
内
の
薬
局
窓
口

で
お
薬
を
お
渡
し
し
て
い
ま
し
た
が
、
４

月
か
ら
は
診
療
所
外
の
保
険
薬
局
で
お
薬

を
受
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

院
外
処
方
と
は

　

厚
生
労
働
省
が
推
進
す
る
よ
り
よ
い
医

療
の
提
供
を
目
指
し
た
制
度
で
す
。
診
察

と
検
査
等
は
医
療
機
関
が
担
当
し
、
お
薬

の
調
剤
は
薬
局
が
担
当
す
る
と
い
う
や
り

方
で
、
医
薬
分
業
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
所
で
は
、
お

薬
を
渡
す
代
わ
り
に

「
院
外
処
方
せ
ん
」

を
発
行
し
ま
す
の
で
、

そ
の
「
院
外
処
方
せ

ん
」
を
持
っ
て
保
険

薬
局
に
提
出
す
る
と
、

お
薬
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

医
薬
分
業
の
目
的

①
よ
り
質
の
高
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

　

医
療
の
専
門
家
で
あ
る
医
者
と
お
薬
の

専
門
家
で
あ
る
薬
剤
師
の
二
重
チ
ェ
ッ
ク

に
よ
り
、
お
薬
の
効
果
と
安
全
性
を
更
に

高
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

②
安
全
で
安
心
な
お
薬
の
使
用

　

複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
処
方

さ
れ
る
お
薬
の
種
類
も
多
く
な
り
、
時
に

は
副
作
用
な
ど
の
薬
害
が
発
生
す
る
こ
と

も
十
分
考
え
ら
れ
ま
す
。
薬
局
に
薬
歴
の

管
理
を
任
せ
る
こ
と
で
、
こ
れ
を
未
然
に

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
医
療
費
の
適
正
化

　

お
薬
の
過
剰
投
与
を
防
ぐ
こ
と
で
必
要

以
上
の
出
費
が
抑
え
ら
れ
、
医
療
費
を
適

正
化
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

大
蔵
村
診
療
所
で
は

平
成
26
年
４
月
よ
り

お
薬
は
院
外
処
方
と
な
り
ま
す

健康スローガン

か
か
り
つ
け
薬
局

を
決
め
ま
し
ょ
う
！

お薬を受け取る
　　　までの流れ

診察

会計

処方せんを受け取る

⬇

⬇

⬇

診療所

処方せんを提出

お薬を受け取る

会計

⬇

⬇

院外
保険薬局

一　

同
九
升
九
合　
　
　
　
　
　

起
返　

本
田

一　

同
拾
壱
石
五
斗
三
升
三
合　
　
　
　

新
田

一　

同
三
石
七
斗
五
升
壱
合　

水
畑　

居
屋
敷

一　

同
壱
石
三
斗
五
升
八
合　
　
　
　
　

本
畑

一　

同
壱
石
弐
斗
六
升
五
合　

新
畑　

居
屋
敷

一　

同
八
石
八
斗
三
升
四
合　
　
　
　
　

新
畑

　
　
　

家
数
弐
拾
参
軒　

〆
九
拾
石
五
斗

　
　
　
枝
郷
沼
野
台
村

一　

髙
四
拾
六
石
弐
斗
三
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I N F O R M A T I O N

森林保護研修会
◎日時　3/3（月）14：00～16：00
◎会場　最上総合支庁502会議室
◎内容　ニホンジカの生態・森

林被害について、野生動
物の情報収集について

◎参加費・定員　無料・25名程度
◎申込締切　2/28（金）まで
□申□問	 最上総合支庁森林整備課
	 229−1350

眠っているスキーウエア
ありませんか？

　沖縄から交流事業でくる児童
のために、ご家庭で不要になっ
たスキーウエアがありましたら
無償で譲ってください。
◎募集品目　スキーウエアのみ

 （クリーニングした状態の
ものや汚れの少ないもの）

◎サイズ　小学校高学年～中学
生用・大人用

◎受付場所　①最上広域市町村
圏事務組合事務局②最上
管内お近くの消防支署

◎受付期間　3/31（月）まで
◎受付時間　①8：30～17：15
　　　　　　②8：30～18：30
□問	 最上広域市町村圏事務組合
　　総務課	 222−2674
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平成26年度　新庄コアカレッジ
学　生　募　集

◎資格　高等学校を卒業した者、
平成26年3月卒業見込み
の者、またはこれと同等
以上の学力を有する者

◎受付期限　3/25（火）まで
□申□問	 新庄コンピュータ専門学校

229−2121

ふれあい看護体験参加者募集
◎実施期間　5/11（日）～17（土）

（施設ごとに実施日が
異なります）

◎体験できる施設　県内の病院、
診療所、福祉施設、訪問
看護ステーションなど

◎対象　一般の方
◎申込期間　2/10（月）～2/21（金）
※申込方法、体験受入れ施設に

ついては問合せください。
□申□問	 県看護協会

2023−685−8033

放送大学4月入学生募集
　放送大学はＢＳデジタル放送
をとおして学ぶ通信制大学です。
１科目からでも学べ、入学試験
はありません。募集要項は無料
でお送りします。
◎出願期限　2/28（金）まで
□問	 放送大学山形学習センター

☎023−646−8836

女性司法書士による
女性のための相談会

◎日時　3/3（月）10：00～15：00
◎会場　山形市男女共同参画セ

ンター　ファーラ
◎対象　女性の方（託児室有）
◎相談内容　ＤＶや子供など家

族間の問題、借金のお悩み、
相続や成年後見の問題、土
地や建物の登記の問題など

◎相談方法　面談
◎予約・相談料　不要・無料
□問	 山形県司法書士会

2023−623−7054

求職者の就労・生活相談会
◎日時　3/6（木）7（金）8（土）

10：00～17：00
◎相談内容　求職者の生活や住

まい、就職活動に関する相
談、職業訓練等の情報提供

◎相談方法　電話もしくは面談
◎相談電話　0800-800-7867
◎予約・相談料　不要・無料
 実施団体 	県求職者総合支援センター

肝疾患相談室
　山形大学医学部附属病院では、
肝臓の病気でお悩みの患者さん
やご家族からのあらゆる相談に無
料で対応します。また、相談内容
に応じて医師面談（予約制）を行
っています。お気軽に相談ください。
◎電話相談日時　毎週月・木

13：00～16：00
◎相談電話　023−628−5881
◎医師面談日時　毎週月※予約制
　　　　　　　　9：00～12：00
□問	 山形大学医学部附属病院肝
疾患相談室	 ☎023−628−5159

（単位：μSv/h）

世帯数	 1,100戸	 （1,124戸）
　人口	 3,632人	 （3,763人）
　　男	 1,771人	 （1,814人）
　　女	 1,861人	 （1,949人）
　出生	 男 0人	 女 0人	 計 0人
　死亡	 5人	 5人	 10人
　転入	 2人	 3人	 5人
　転出	 4人	 4人	 8人

※平成25年12月末現在　（　）内は昨年同期
１
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（12月16日～1月15日届出分）

お悔み申し上げます

 地区　　お名前（年齢）	 世帯主
赤 松　小田島金助（75） 　宏
沼の台　中島　ヒデ（97）	達　雄

○届出の際に、掲載希望の確認
を行っています。窓口にお申
し出ください。

戸籍の窓

─ 歳末たすけあい募金 ─
ご協力ありがとうございました
　村民の皆様の温かい善意によ
り、47万3,670円の寄附金が寄せ
られました。
　村社会福祉協議会では配分委
員会を開催し、村内の要介護・
支援高齢者、身体障がい者の
方々に45万5千円、さらに翠明
荘など最上管内福祉施設に1万8
千円をお届けしました。670円
は事務費に配分しております。

q測定方法：地上50㎝と1mの高さで測定しました。 q測定機器：シンチレーション式サーベイメータ

大蔵村空間放射線測定結果

測定日
測 定
場 所

大蔵小中学校
グラウンド

大蔵村保育所
グラウンド

赤松生涯学習センター
駐車場

旧 沼台小中学校
グラウンド

肘折いでゆ館前
広　場

地上高 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝�� 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m
平成26年
1月7日㈫ 測定値 0.04 0.04 0.04 0.04 0.06 0.06 欠測 欠測 欠測 欠測

【積雪の為　測定場所変更】
旧 沼台小中学校
駐車場

肘折いでゆ館前
駐車場

地上５０㎝ 地上１m 地上５０㎝ 地上１m

0.03 0.03 0.04 0.04

学　科 定員 修業年限
介 護 福 祉 科 30名 2年
情報システム科 20名 2年
医療ビジネス科 20名 2年
ビジ ネスＩＴ科
公務員・OAコース 20名 2年

　上記に該当しない労働者は、山形県最低賃金（1時間665円）が適用にな
ります。
�相談・問合せ先 �　山形労働局労働基準部賃金室　☎023－624－8224

山形県の特定（産業別）最低賃金が改正されました

ノロウイルス食中毒注意報 発令中です 
冬はノロウイルスに注意を！

最低賃金額 効力発生日

電気機械器具等製造業

1時間

740円

H25.12.25
一般産業用機械等製造業 754円

自動車・同附属品製造業 756円

自動車整備業 758円

　ノロウイルスによる食中毒は冬季に流行し、手指や食品などから人に感
染して、おう吐、下痢、腹痛などを起こします。
　基本を守って食中毒予防を徹底しましょう。
＜ノロウイルス食中毒の予防法＞
①ウイルスを洗い流す
　トイレ後、調理時、食事前には石鹸と流水でよく手洗いをしましょう。 
②便や嘔吐物に触らない
嘔吐物や汚れた衣類などを片付けるときは、ビニール手袋をして使い
捨てのペーパータオルなどを利用しましょう。 

③飛び散ったウイルスを吸わない
　マスクをしたり、窓をあけて空気を入れ替えましょう。 
④ノロウイルスを消毒する
汚染されたトイレや床、ドアノブなどは塩素系漂白剤を含ませた布で
ふき取ります。衣類などは、塩素系漂白剤または熱湯で漬け置き洗い
をしましょう。（消毒用アルコールは、ノロウイルスには効果なし！）

⑤自分がノロウイルスを広げない
症状は1～3日でおさまりますが、1週間程度（長い人は1ヶ月以上も）
便中にウイルスを排泄します。手洗いはしっかりとしましょう。 

⑥生ものを食べるのを極力避け、85℃で1分間以上加熱調理しましょう

感染予防の基本は
「手洗い」です！
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沖縄の子どもたちと雪であそびました！
― 沖縄中部広域圏児童歓迎交流会 in 大蔵小学校 ―

▲5・6年生が山形名物「花笠踊り」で熱烈歓迎

▲沖縄の子どもたちは伝統芸能「エイサー」を勇壮に披露

 1月15日（水）、最上広域市町村圏と交流を続けてい
る沖縄中部市町村圏から、児童65名が大蔵小学校を
訪れました。雪を見たこともない沖縄の子どもたち
は、深く積もった雪に驚きながらも感激した様子
で、雪像づくりをみんなで挑戦しました。
　大蔵村と沖縄の子どもたちが交流を深めた様子を
ご紹介します。

大きいのつくるぞ

たか～い！

うれっしー！楽しかったね！

このコーナーでは、村内のこどもを紹介しています。
ご親戚、お友達、ご近所のお子さんの掲載もお楽しみに！
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